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おはようございます。本当に寒くなってきました。体調などをくずしやすくなってきますので、十分気をつけてくださいね。
校長先生の声、届いていますか？
さて、前回は皆さんが将来勉強してみたいことを募集しました。たくさんのお友だちが自分の夢を書いてくれました。
九九、百人一首、昆虫、魚、絵の勉強
社会のきびしさという人もいました。ありがとうございます。校長先生は小学校の頃は素敵な国をつくりたいなあと思っていました。もちろん、校長先生が王様です。

さて、今日は「クリスマス」というお話しをします。もともとは、キリスト教のお祭りなんですが、今や日本の年中行事のようになっていますので、そういう意味で、みなさんと学び合っていきたいあなあと思います。
さて、まずはクリスマスっていつですか？そう12月25日ですね。ではこのクリスマスっていったい何の日でしょうか？少し周りの人と聞き合ってみてください。　
　クリスマスは、キリスト教をはじめたイエスキリストの誕生日とよく言われていますが、実は少し違います。イエスキリストが神様となって、地上に降り立った日が12月25日なんですね。イエスキリストの誕生日はいまだによくわかっていません。
　また、もちろんイエスキリストは死んでいるのですが、もし生きていたら何歳でしょうか？
　２０２０歳です。あれ、この数字どこかで見たことありますよね。そう今年の西暦２０２０年と同じなんです。というか、イエスキリストが産まれた年から数えて何年というのが西暦なのです。ただし、これも近年の研究では西暦４年ぐらいとか、いやいやもう少し古くて紀元前７年のベツレヘムの星が輝く年の産まれではないかと考えられています。ちなみにベツレヘムの星とは木星と土星が近づいて重なって見えたのではないかと考えられています。そう、今年と同じ現象がイエスキリストが産まれた年に起こっていたのかもしれませんね。
　こうやってみていくと、１２月２５日にいったい何をお祝いして、なんのお祭りかすこしわからなくなってきました。じつは、クリスマスの前から１２月２５日はあることをお祝いしていたようなのですが、何のお祝いをしていたのでしょうか？
それは、冬至の日のお祭りをしていたのです。冬至って何の日でしょうか？それは１年で一番昼間の時間が短い日です。冬になると、日が暮れるのが早くなって、５時ぐらいには真っ暗になります。逆に夏は日が長くて７時でも明るくてお外で遊ぶことができます。どうして昼間の長さがかわるのでしょうか？
詳しいことは中学校で習いますが、地球が少し傾いて太陽のまわりを回っているからなんですね。そしてこの１２月２５日ごろ、これは年によって少し変わるのですが、今年は１２月２１日でしたが、一番お昼間が短くなる「冬至」となります。どうしてこの日をお祝いするかわかりますか？それは、ここからどんどん昼間が長くなる、太陽が復活すると考えられていたからなんですね。
ちなみに、日本ではこの冬至の日にある野菜を炊いて食べたりします。何の野菜かな？
そう、かぼちゃを炊いて食べますね。
それがヨーロッパではイエスキリストが神様となって地上に降り立った日として今から１５００年ぐらい前頃からお祝いするようになったようなのです。

さて、この日はもう一人赤い服をきて、となかいがひくそりにのってやってくるおじさんがいますね。だれですか？そう、サンタクロースです。
ではここで少し難しい問題にいきます。この冬至のお祭りの主役、イエスキリストとサンタクロースはいったいどんな関係なのでしょうか？少し聞き合ってみてください。
実は、イエスキリストとサンタクロースはあまり関係がないことがわかってきました。もちろんまったくの他人ではなくイエスキリストが先生でサンタクロースは生徒ぐらいな関係ですが、、。サンタクロースさんは、ある冬の寒い日に、おなかが減ってこまっている女の子が家の中にいて、その子にこれでパンでも買って食べてねと、煙突からお金を入れて、それがたまたまだんろにひっかけて乾かしていた靴下に入って、それを取り込んだ女の子が、あれ靴下の中にお金が入っていると喜んだことから、今でもサンタさんは靴下のなかにプレゼントを入れるのですね。

では、今週のお題にいきます。みなさんは、誰かにどんなプレゼントをあげたいですか？お母さんにお花をあげる？おじいさんにあたたかいマフラーをあげたいなど、だれにどんなプレゼントをしたいかを教えてください。よろしくお願いします。
